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はじめに

読者のみなさん、アンモナイトとは何だと思いま
すか。中生代に栄えたイカやタコのなかまで頭足類
と言います。現生のイカやタコと違ってカタツムリ
に似た殻を持ち、殻口から頭部と足が出ているので
頭足類と呼ばれています。その名残は今のイカにも
残っており体内にフネという石灰質の紡錘形の殻を
持っています。残念なことに中生代の終わりの地球
大変動の時にアンモナイトは絶滅してしまい、今現
在残っているのは深海にすむオウムガイと言う近縁
の仲間だけです。水族館で飼育しているところがあ
りますので見てください。イメージがわくと思いま
す。

アンモナイトは化石として中生代の地層から多産
されます。特に有名なのは北海道の日高山脈に沿っ
て浦河から宗谷岬まで縦に伸びた白亜紀の地層。中
生代は 3 紀（3 畳起、ジュラ紀、白亜紀）に分かれ
ていて真ん中のジュラ紀、最後の白亜紀にアンモナ
イトが多産されます。ほかに淡路島から大阪泉南部
へ伸びる白亜紀層、福井県や福島県のジュラ紀層な
ど国内にも多くの産地が知られています。ミネラル
ショーといいまして世界中の化石・鉱物を展示即売
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するショーが毎年日本だけではなく世界各地で行わ
れます。そこでは世界中で産したアンモナイトが展
示されますので、とにかくアンモナイトのすべてが
知りたい人はそこへ出かけてとにかくメモを取って
くることです。たちまち博学になること請け合いで
す。

私が集めているのは大部分が北海道で産出する白
亜紀アンモナイトで、自力で北海道まで遠路往復し
て採集するにはお金と暇がありませんのでもっぱ
ら北海道の化石屋 A さんから購入したものですが、
他に神戸の B さんや、東京の C さん、北海道の D
さんから収集したものもあります。北海道は白亜紀
の時代は海底だったので当時豊富に生息していたア
ンモナイトの死骸が海底に沈み、石灰質の殻が残り、
のちに地殻変動を受けて隆起化石化して残ったもの
です。当時は海生恐竜類の仲間であるエラスモサウ
ルスも住んでいたのでこの恐竜化石も結構出てきま
す。

アンモナイトの紹介としては多くの方が図録や写
真集を出版されていますが、私のコレクションはコ
レクターとして図鑑を出すほどのレベルに達してい
ませんので（数も種類も観察眼も）、この本は多く
のコレクターが待ち望むような新たな図鑑の類では
ありません。後でご紹介する硫化鉱物同様、ささや
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かなレベルのコレクターとして特に思い出に残る標
本を自分のコレクションから抜粋して、それらをど
うして購入したのか、その標本の何に魅せられたの
か、購入に際するほほえましくも興味深いエピソー
ド等について順次紹介したいと思います。

その目的は我が家には私のコレクション熱により
比較的多くの北海道アンモナイト標本が飾られてい
ますが、やがてやってくる私の死以降は家人の誰も
が興味も持たずただの石ころとして葬られてしまう
可能性が高いからです。一つ一つ口頭で家人に説明
してこれらは保管して並べる意味のある（あった？）
標本であるとの理解を得るには膨大な時間を要し、
しかも、内容の説明については聞く側の消化不良に
終わることはすでに実証済です。結局変人が集めた
ただの石ころとして二束三文で標本屋に売られてし
まい、標本屋が喜ぶだけの事であることは、あまた
の著名高齢者コレクターの死後の収集品のたどる末
路として実証済みであり、自分の愛した大切な標本
がまたもやそんな粗末な扱いを受けることだけは避
けたいのです。小物のコレクターにもそれなりのコ
レクションにかけた魂やプライドがあるといったと
ころでしょうか。

小物、小物と言いましても中には学術的価値の高
い標本や、その希少性のためひとたび販売されれば
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とてつもない売価がつくものもあります。また発掘
されてから多くのコレクターや販売業者を渡り歩い
て私の手元にようやく鎮座した漂流標本もあって、
その歴史をひも解くと読み物としても面白く、子供
たちが親父のコレクションについて思いをはせてく
れるとともに、たかが石とは申せ、売却すればもの
によっては相当のお金にもなる価値のあるものであ
ることを理解してくれるのではないでしょうか。

さて硫化鉱物ですが、鉱物と言えば星の数ほどあ
りますが宝石にもなる透明な美形鉱物ではなく君は
なぜ金属光沢に輝く硫化鉱物なのかと思われるで
しょう。それは硫化鉱物を産する鉱山は金属原料鉱
山として数が多く、マグマから当該鉱物が生成され
る条件が鉱山ごとにそれぞれ違いますので、多様な
結晶形を持つ標本が全国の鉱山ひとつひとつから独
自性をもって得られることにあります。標本を見る
だけでどこの鉱山産かわかるぐらい多様性があるの
です。それが金色や銀色の金属光沢を放ち、しかも
多くは鉛、亜鉛、銅の硫化鉱物の混晶として生成さ
れることが多く、その美しさといったら金属鉱物同
士が干渉し合って、何ともいえない微妙な味わいを
醸し出しているからで、一度美しい標本を見れば誰
をも魅了するからです。残念ながら日本の金属鉱山



10

は規模が小さいので採算が取れなくなりすべて閉山
してしまいました。こちらも自分では採取に行けな
かった（事業として稼働中は入山禁止と言う鉱山が
多かったということもある）ため、入手方法は市販
されているものの購入に頼りましたが、良晶はなか
なか現地でも発見できないので、鉱山が現況稼働中
の時であっても標本屋やミネラルショーに出品され
ている美形のものは恐ろしく価格が高く入手困難
で、一段落ちるレベルの標本をオークションで他の
入札者（もちろん彼らもコレクター、時に業者）と
せりあって落札していたことが少なくありません。
こちらは、どこの国のお方か知りませんが価値以上
のとんでもない高価格で落札する人や、入札終了直
前に私の入札価格のほんの少し上の価格で再入札し
て逆転してかっさらっていく汚い奴らにじゃまされ
て、ろくでもない標本を泣く泣くしかも相当高い落
札価格で入手せざるを得ないことも多々ありまし
て、こういう方法で入手することは空しさが日々募
りましてまもなくやめてしまいました。

最近はブルガリアの鉱山王と友人となりました。
本人が小さな鉱山のオーナーなのです。彼は直接山
に入って自ら鉱石を掘り出していて、その山は鉱脈
がすばらしいので素晴らしい標本が取れます。鉱山
の規模が小さいので金属原料鉱山として工業的には


